










ふりかえりシートは、２ページ以内で記入すること。

令和４年度長久手市協働まちづくり活動補助金 補助事業ふりかえりシート

団体名 みんまちフォーラム実行委員会

事業名 みんまちフォーラム２０２２

※ 事業の中で複数の活動をした場合は、①、②のように番号を振り全ての活動について記

入してください。

１ 事業の実施結果（対象者、事業内容、参加人数など）

２ 事業の成果（事業によって解決できたこと、参加者の反応、市と協働してよかったこと

など）

３ 問題・課題（補助事業を通して気付いた点、課題など）

４ 新たな展開（今後の目標、新たに取り組みたいことなど）

① 第２回みんまちフォーラム「市民主体のまちづくりってどういうこと？」（’220529）
② 第３回みんまちフォーラム「混ざり合うって、カンタン？ムズカしい？」(’221106)
③ 第４回みんまちフォーラム「もっと知り合おう！もっと混ざり合おう」(’230319)
（何れも対象は市民、議員、行政パーソン。基調講演とワークショップ。各回約６０名参加

第４回は「リニモテラス運営協議会」と共催）④会報「みんまちフォーラムリポート」創刊。

① フォーラムでは、目的である「市民、議員、行政」の三者が気軽に平場でフランクにまち

づくりについて対話する、という点ではアンケート結果から見ても好結果を生んだ。また

第４回は出会いの広がりを目指してリニモテラス運営協議会と共催、新しい参加者を得

た。参加者からは自分の知らない世界を知ることが出来て良かったとの声が多かった。

② 企画政策課にはフォーラムの成果を「みんまち条例検証会議」にフィードバック出来た。

常に参加者の新陳代謝を図っているが、一般にオープンしているフォーラムではないので、メ

ンバーが固定的になりつつある。かと言って一般完全開放すると、現在の実行委員会のチカラ

では制御出来ないという悩みがある。またフォーラム全体に心地よく参加してもらうには、マ

ックス６０人位に抑えたほうがいいという経験も得ている。（WSテーブルで 10程度）テーマ

設定にもさらなる工夫が必要。補助事業の金額が少ないと、動きに制限が出てしまう。

・第 4回で実施したように、市内の活動団体とコラボして課題を鮮明にあぶり出すとともに新

しい参加者の輪を広げるよう工夫していきたい。

・会報を定期的に発刊すると共に、SNS（現在は Facebookに「みんまちフォーラム＠ながく

て」を開設）を使い活動の周知と参加意欲の向上に努める。

・行政との協働を更に密にし（会話のチャンスを広げ）、課題の抽出や効果的な運用方法を研究

していく。
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５ 補助事業の写真（補助事業の様子が分かるものを添付してください。）

写真左「第 2回みんまちフォーラム」＠長久手市中央図書館

写真右「第 4回みんまちフォーラム」＠リニモテラス公益施設（共催：リニモテラス運営協議会）

写真左 「みんまちフォーラム実行委員会公開勉強会」（日進市から島村紀代美さんを迎え市民主体のまちづく

りについて勉強」（202209）写真右 会報「みんまちフォーラムリポート」創刊号（20230319 発刊）






















